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はじめに

現在,歯科技工実習における大部分の鋳造操作で
は,安価でありながら適度な鋳造性と研磨性を有す
るKメ タル (石福金属)が使用されている。しかし,
Kメ タルの剛性が低いためにクラスプや大連結子製

作時に変形や破折が生じ易く,円滑な実習の進行を

妨げることがあった.こ の問題を解決するために,

金合金の代用合金ではあるが臨床で多用される金銀

パラジウム合金 (以下,Au―Pd合金)の,部分床義
歯技工学実習への導入について検討を行ってきた.

このような状況の中,平成28年度の部分床義歯製
作実習において,Au― Pd合金を使用してクラスプを

製作する実習課題を計画した.実習終了後にAu―Pd

合金を使用した学生の意識に着日し, クラスプ用合

金変更の適否とそれに伴う指導方法を検討するため

に学生アンケートを行ったのでその結果を報告する.

方  法

対象は,平成28年度歯科技工士学科 2年生28人 と
した.課題製作終了後にwebア ンケー トにて,Kメ
タルと比較 したAu―Pd合金の操作性 ( )お よ
び課題製作時の意識 (0～0)を調査した。
アンケートは,①溶解時の操作性,②鋳造タイミ
ングのわかりやすさ,0研磨のしやすさ,0研磨時
に感じた表面硬さ,0研磨時の変形について,0初
めて経験した熱処理について,0臨床的クラスプ製
作に対する意識,OAu―Pd合金を使用する実習を希
望するかについて,0感想等の自由回答,の 9項 目
とした.

課題は,Kメ タルを使用 したリンガルバーおよび
RPIク ラスプ,Co―Cr合金線による単純鉤,Au―Pd合

金を使用 したエーカースクラスプの製作, ならびに

人工歯配列,歯肉形成 とした.すなわち,同一の課
題でAu―Pd合金とKメ タルの操作性に関して比較す

る実習内容 とした .
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結果および考察

Au―Pd合金は,Kメ タルに比べると溶解速度が速
く,研磨時に変形を起こさない合金であることを基
準として,学生の回答を分析した.0,0,0,0
の項日に関しては,Au―Pd合金を優位とする回答が

60%以上であった.2鋳造タイミングに関しては,

「わかりやすい」と「わかりにくい」が共に28.6%(8

人),「同等」が393%(11人 )と ,回答内容が分散
した.こ れは,学生が普段使用しているKメ タルの
溶解状態と相違があり戸惑ったためと考えられる.

0の項目については,667%(20人 )が熱処理を行っ
た経験を肯定的に受け止めていた.こ れらの回答か

ら,熱処理は今後も実習に取り入れるべきと考えら
れた.0,①の項目では,約70%の学生が,「 Au―Pd
合金を使用したことにより臨床的なクラスプ製作を

意識することができた」,「 Au―Pd合金を使用する実

習を希望する」と回答した.0の 自由回答では,「K
メタルより非常に高価な材料を扱っているという緊

張感があった」との感想があった.0,0の 回答か
ら実習への取り組み意識は,使用する材料に影響を
受けることが推察された。

まとめ

今回のアンケートから,60%以上の学生がAu―Pd合
金とKメ タルに関する操作性の違いを意識し,熱処理
の経験を肯定的に受け止めて部分床義歯の製作を行っ

たことがわかった.ま た,Au―Pd合金を扱うことで約

70%の学生が臨床を意識してクラスプを製作したこと

がわかった.このことから,臨床に準じた教材を使用

することは,学生の課題に対する取組み強化に繋がる
のではないかと考えられる.そのため,今後もAu―Pd
合金を含む臨床を想定した教材を選定し,本科の部分
床義歯製作実習で有効に活用する検討が必要である.
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